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オルト－トルイジンに対して使用する 

化学防護手袋の選択、使用、保守管理等についての資料 

 

 

 この資料は、オルト－トルイジンを扱う作業で使用する化学防護手袋につい

て、使用者が適切な選択、使用、保守管理等を行うためのものです。 

 

１．化学防護手袋とは 

 化学防護手袋は、有害な化学物質のばく露による皮膚障害や経皮吸収による

健康障害から作業者の手、腕等を保護するために使用する手袋です。 

 化学防護手袋の性能等については、JIS T 8116「化学防護手袋」で規定して

います。 

 

２．種類 

化学防護手袋には、ゴム製、特殊フィルム等色々な種類の材料が使用された

多くの製品があります。使用されている材料によって、防護性能、作業性、機

械的強度等が変わりますので、対象とする有害な化学物質を考慮して作業に適

した手袋を選択する必要があります。 

 

３．化学防護手袋に必要な性能 

 化学防護手袋に最も要求される性能は、有害な化学物質が手袋の内側に入ら

ないことです。 

化学物質が手袋の内側に入る過程として，次の二つがあります。 

  ・透過：表面に付着している化学物質が、手袋の材料を分子レベルで通過

して、手袋の内側に侵入すること。 

  ・浸透：表面に付着している化学物質が、手袋のピンホール等を通って、

手袋の内側に侵入すること 

 JIS T 8116 では、有害な化学物質に対する化学防護手袋の防護性能である耐

透過性と耐浸透性を規定しています。 

ａ）耐透過性 

試験方法と耐透過性のクラスが示されています。クラスは、１～６に区

分され、数字が大きいほど、耐透過性が優れており、長く使用できること

を示します。また ASTM F739 も同一の試験であり、準拠するものとして試

験結果を参照することができます。 

ｂ）耐浸透性 

品質許容水準（AQL）でクラスが１～４に区分されています。数字が小さ

いほどより多くの抜取数で検査しています。 
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４．オルト－トルイジンを取り扱うときの化学防護手袋の選択 

 オルト－トルイジンを取り扱う場合は、まず化学防護手袋の製造業者がオル

ト－トルイジンに対して有効であるとしている製品を選定する必要があります。

さらに、耐透過性の各クラスの使用可能時間（平均標準破過点検出時間の下限値）

を確認する必要があります。耐透過性のクラスが高いものを使用すれば、より安

全です。 

 オルト－トルイジンと共に他の化学物質が混合されたものを取り扱う場合は、

他の化学物質に対する耐透過性についても考慮する必要があります。 

 有害な化学物質に対する化学防護手袋の耐透過性は、製造業者・販売業者から

得ることができます。また、常に最新版の耐透過性を確認する必要があります。 

 

５．化学防護手袋を使用する上での留意事項 

  化学防護手袋を使用する際は、次の点に留意する必要があります。 

ａ）使用前に、傷、孔あき、亀裂等の外観上の問題が無いことを確認すると共

に、手袋の内側に空気を吹き込んで空気が抜けないことを確認して下さい。 

ｂ）化学防護手袋が使用可能時間に達した時は、新しい化学防護手袋に交換し

て下さい。 

ｃ）化学防護手袋と共に強度の向上等の目的で手袋を二重装着した場合でも、

化学防護手袋は使用可能時間の範囲で使用して下さい。 

ｄ）手袋を脱ぐ時は、付着しているオルト－トルイジン等が、身体に付着し

ないよう注意して下さい。 

ｅ）付着した化学物質は透過が進行し続けるので、一度使用した化学防護手袋

は再使用しないで下さい。 

ｆ）化学防護手袋は、常時、交換用を備えて下さい。 

 

６ 化学防護手袋を管理する上での注意事項 

  化学防護手袋の管理において留意する点は，次のとおりです。 

ａ）保管する際は、次に留意する必要があります。 

① 直射日光を避けて下さい。 

② 高温多湿を避け、冷暗所に保管して下さい。 

③ オゾンを発生する機器（モーター類、殺菌灯等）の近くに保管しないで

下さい。 

ｂ）廃棄する際は、取り扱った化学物質のＳＤＳ、法令等に従って下さい。 

ｃ）製造業者の取扱説明書に従って下さい。 

以上 



資料
１／１

１．化学防護手袋の耐透過性及び耐浸透性のクラスについて

クラス
6
5
4
3
2
1

注
１）

　 標準透過速度0.1μg/cm
2
・minに達するまでの時間

クラス
4
3
2
1

２．オルト－トルイジンに対する各種化学防護手袋の耐透過性及び耐浸透性

製造者等 製品品番
オルト－トルイジンに対する

耐透過性
１)

オルト－トルイジンに対する

耐浸透性
2) 主な材料３） 備考

2 2
【30分】 【AQL1.5】

3 2
【60分】 【AQL1.5】

6 2
【480分】 【AQL1.5】

6 1
【480分】 【AQL0.065】

2 1
【30分】 【AQL0.65】

2 1
【30分】 【AQL0.65】

3 1
【60分】 【AQL0.65】

2 1
【30分】 【AQL0.65】

6 1
【480分】 【AQL1.0】

注
１)

 上段は、耐透過性のクラス区分（表１参照）、下段【　】内は使用可能時間です。

　 
２)

 上段は、耐浸透性のクラス区分（表２参照）、下段【　】内はAQLです。

　 
３)

 主な材料の特徴は表４を参照下さい。

３．化学防護手袋の材料の特徴
化学防護手袋の代表的な材料の一般的な特徴を次に示します。

材料
ニトリルゴム

天然ゴム

フッ素ゴム
ポリウレタンゴム

特殊フィルム
ネオプレンゴム

ポリビニルアルコール

3

表１　耐透過性の分類

品質許容水準（ＡＱＬ）
4.0
2.5
1.5

㈱アンセル・ヘル
スケア・ジャパン

平均標準破過点検出時間 （分）
１)

480超え
240超え
120超え
60超え

29-865 ネオプレンゴム

耐油性及び耐摩耗性に優れていますが、一部化学薬品により劣化します。

柔軟性及び耐摩耗性に優れていますが、油等により機械的強度が弱くなる場合があります。一部の方にアレルギーが発生する
ことがあります。

耐透過性に優れているとともに、機械的強度もあり、性能としては非常に優れたものを持っています。

有機溶剤に対し優れた耐性を持つが、親水性が強い為、水分により劣化します。

表４　材料の特徴

耐候性、耐熱性、耐油性、耐薬品性に優れ、強度と柔軟性を兼ね備えています。

特徴

耐透過性には非常に優れていますが、機械的強度に弱い場合があります。
耐油、耐溶剤性があり、耐摩耗性、耐引裂性 製、耐寒性が良好です。一部溶剤に対応できない場合があります。

オルト－トルイジンに対して使用可能な化学防護手袋の例等

特殊フィルム(LLDEP)

㈱重松製作所

GL-6 ポリウレタンゴム

GL-11 天然ゴム

GL-3000F

0.65

30超え
10超え

2-100

フッ素ゴム

表２　耐浸透性の分類

　JIS T 8116 「化学防護手袋」で規定している化学防護手袋の耐透過性及び耐浸透性のクラスによる分類を表１及び表２に示します。

表３　オルト－トルイジン（CAS:95-53-4）に対する化学防護手袋の耐透過性及び耐浸透性

ポリビニルアルコール

58-530
ニトリルゴム＋アクリ

ルライナー

15-554

37-185

37-175 ニトリルゴム

ニトリルゴム


